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研究成果の概要（和文）：AED 普及による校内研修体制構築の必要条件を探り、今後の教職員
の救急救命処置対応における研修の方向性を見出すため実態調査及び実技研修を行った。 
その結果、効果が得られる研修方法は①定期的に繰り返し行う実技の練習、②AED・CPR

の仕組みを理解できる教材、③自分自身の技量が把握できる教材の活用であった。その上で最
新の医学情報に基づくあらゆる場面を想定した実践的研修が重要であることがわかった。した
がって、今後これらの内容を組み入れた実践力をつける研修プログラムを構築することが急務
であることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：We researched the actual situation of the emergency life support 
after the spread of AED (automated external defibrillation) to find out the requirements 
for the training system in school. We also conducted practical training with educational 
equipment in order to find the direction of the training for the teaching staff dealing 
with life support at school. 

The results showed that the following are effective for life support training； 

1. the practical training which is regularly repeated, 2. the usage of AED for 

understanding CPR as a teaching material, 3. learning kits which can used for the 

evaluation of the individual skill level. 

It has also been found that the practical training based on the latest medical information 

is important. It becomes, therefore, clear that we should establish training programs 

along with these results studied, and enhance the practical ability of teaching staff. 
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１．研究開始当初の背景 
 独立行政法人日本スポーツ振興センター
の 2008 年度死亡見舞金の給付状況によると

心臓系に起因する突然死は 21.6％となって
いる。また、近年、自動体外式除細動器（以
下 AED）の普及は目覚しく、2004 年 7月 1日
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から非医療従事者にも使用が認められるよ
うになり、多くの人が利用する公共施設やイ
ベント会場においても設置されるようにな
った。厚生労働省科学研究の報告によると、
平成 22 年現在、一般市民が使用できる AED
の設置状況は 76％となっている。 

文部科学省による調査においても全国の
学校の設置状況は 2008 年度には 67.4％とな
り、児童生徒への安全管理の取り組みは全国
的に推進されている。このような状況におい
て、学校や自治体においては AED 使用を含め
た救急救命処置研修に取り組み、危機管理体
制の構築とともに教職員の実践力の向上を
図っている。 
２．研究の目的 

このような救急救命処置に対する新しい
状況に対応できる力を培うことは教職員に
課せられた課題である。しかし教職員に対し
て行われた救急処置研修直後の調査におい
て、救急救命処置に自信がないと不安感を抱
いている者もいると報告されている。また、
校内の推進者としてその中心的役割を果た
す養護教諭においても不安感や困難感を抱
いている者も多く、専門的な知識や技術を学
ぶための研修ニーズは高い。 

このような実態をふまえ、AED 普及による
校内研修の取り組みの実態を把握するとと
もに、異なる年代を対象に行った実践をとお
して、今後の救急救命処置における研修の方
向性について提案するものである。 

 
 
３．研究の方法 
（１）校内研修体制の現状把握 
 調査対象は、A県の無作為に抽出した小学
校 286 校および中学校 132 校、計 418 校と
し、回答は養護教諭に依頼した。調査は質
問し郵送法による無記名自由記述で行い
2009 年 7 月発送し、9月に回収した。 
 調査内容は、①AED の設置状況、②教職員
の救急処置研修の実施状況、③研修後の教
職員の救急体制に対する意識の変化、④救
急処置研修に関する教育方法とその効果、 
⑤AED を服務救急処置研修の希望内容とし
た。 
 調査結果は質問項目ごと集計し、自由記
述については KJ 法の手法を用い整理した。 
 
（２）救急救命処置実技研修の実施 
①中学校での実践 

2010 年 6 月、1・2 年生 25 名を対象に、
教科「総合的な学習」において、呼吸・循
環生理の機能の正しい知識の習得と、理論
に基づいた心肺蘇生法を身につけさせる目
的で実施した。 

主な内容は、CPR・AED 実習用の「DVD の
視聴」、「CPR・AED キット」を活用した学習

「レサシアン／モジュラーシステム／CPR-
-D モデル」を使用した学習である。 
なお、救急処置以外に、校舎内の安全対

策の把握、応急手当の学習、地域の普通救
命講習の受講、家庭への普及活動のプログ
ラムを組み実践した。 
②A大学教育学部生への実践 
2011 年 5 月、養護教諭養成課程 1年生 36

名、2011 年 6 月、4年生 16 名を対象として
それぞれ授業の 1 時限を使い、CPR・AED 実
習用の「DVD の視聴」、「CPR・AED 学習キッ
ト」を用いた演習、「レサシアン／モジュラ
ーシステム／CPR-D モデル」を用いた学習を
実施した。 
③現職養護教諭対象の実践(２回実施) 
ア. 研修会に参加した現職養護教諭 66 名
を対象に、2010 年 8 月、120 分間の時間を
使い参加者を 3 班に分け、ローテーション
で以下の 3つの内容を行った。内容は、CPR・
AED 実習用の「DVD の視聴」、「CPR・AED 学習
キット」を用いた演習、「レサシアン／モジ
ュラーシステム／CPR-D モデル」を使用した
学習である。 
イ. 2010 年 12 月、日本学校救急看護学会
ワークショップにおいて、現職養護教諭 58
名と養護教諭養成に関わる教職員 5 名を対
象に行った。 
 内容は、CPR・AED 実習用の「DVD の視聴」、
「CPR・AED 学習キット」を用いた演習を実
施した。 
 

（３）実技教材の活用 
①CPR・AED 実習用の「DVD 視聴」 
 CPR の手順と AED の取り扱いについての説
明、実際に AED を使用した事故現場場面（高
校・航空機内での救命事例）を音声で再現し
た内容である。 
②「CPR・AED 学習キット」 
個人用心肺蘇生学習キットは、インストラ

クション DVDをスクリーンに映しながら学習
を進める。内容は、心肺蘇生学習キット使用
の準備（心肺蘇生の説明・学ぶ意義・キット
の説明）、心肺蘇生の練習（胸骨圧迫の説明・
練習・気道確保・人工呼吸の説明・練習 組
み合わせ練習・心肺蘇生までの流れ）、AED の
使用（使い方・心肺蘇生と AED の組み合わせ
練習）である。クリッカー機能があり胸骨圧
迫の確認ができる。 
③「「レサシアン／モジュラーシステム／
CPR-D モデル」 
一次救命処置トレーニング用マネキン。早

期除細動のトレーニングのために実物の AED
を用いた。レサシアンに内蔵されている心拍
の調律を再現するマイクロハートシム機能
を用いて心拍の調律波形が表示し、AED によ
る放電をセンサーにより感知させ心拍の改
善の有無を現場同様に実体験させた。 



 (4) 研修会終了後の調査 
実技研修終了後、無記名自記式質問調査を

行い、得られた記述内容を整理し研修内容の
評価とするとともに、救急救命処置研修会の
方向性を探る資料とした。 
 
 
４．研究成果 
(1)  校内研修体制の現状把握 
① AED の設置状況 
 調査年度内予定を含めると 86.7％の設置
状況であった。設置年度は、2006 年度は
17.0％であったが 2007 年度は 31.9％、2008
年度は 35.4％となり年々設置されていく傾
向にあった。なお、設置されていない学校は
全て小学校であった。設置場所は職員室
（33.5％）、次いで、体育館（23.6％）、玄関
(15.7％)の順であった。 
② 教職員対象の研修状況 
 校内で救急処置研修を開催している学校
は、79.7％であり、その内容は、心肺蘇生法
(95.0％)と AED 使用法（92.9％）についての
研修が主なものであった。 
 開催頻度は、定期的に年 1回が 72.7％と最
も多く、指導者は消防士（救急救命士）82.7％
が一番多かった。 
③ 研修後の教職員の意識の変化 
 教職員が研修を受講したことで「意識が確
実に向上した」「少し影響を感じる」を合わ
せると 9割に及んだ。また、教職員に意識や
職場に変化ありとした理由や根拠としてあ
げられた記述内容を整理した結果５項目に
大別できた。 
 それは、①研修態度と危機管理意識の高ま
り：積極的な研修態度と具体的な質問で危機
意識が高まっている(34.5％)。②自主的な対
応姿勢の変化：職員間に救急関連の会話が増
え、養護教諭任せではなく自らがキューマス
クを身につけ、校内学習場面でも活用してい
る(19.3％)。③水泳学習面での実践化：「水
泳学習時の観察の徹底や救急器具を配置し、
安全を意識している(13.8％)。④継続研修に
よる技術の定着化と安心感と自信を持つこ
とが出来る：定期的あるいは継続的な学びに
よる学習効果(13.1％)。⑤校内の協力体制の
構築：学び合い、助け合う体制が構築されつ
つある(9.7％)であった。 
 一方、変化が認められないという意見も
9.7％あり、その内容は「研修のみで自分の
こととしてとらえておらず他人任せの態度
が見られる」、「研修時間が短く実習がないた
め身についているか疑問」であった。 
④AED を含む救急処置研修内容に望むこと 

記述された内容を整理した結果、8 項目に
大別された。それは、①実践場面での演習：
具体的に実際の場面を想定した演習を行う
ことにより実際に行動できる力をつけたい

（65.2％）。②「研修内容は、伝達講習でな
く年に数回、反復練習・実践者による指導：
定期的に少人数で、何回も繰り返し行う
(18.9％)。③ 教職員が実践できる：養護教
諭不在時でも職員が自信を持って対応でき
る実践力を高める内容(6.4%)。④理論を学
ぶ：基礎知識や最新の情報を得る(6.0％)。
⑤研修を義務化する(1.3%)。⑥教職員以外に
も児童生徒や一般市民に行う(1.3％)。⑦AED
の貸し出しを行う(0.4%)。⑧養護教諭の医療
現場の見学(0.4％)であった。 
④ 効果的な研修方法 
 記述された内容を整理した結果、５項目に
大別された。それは、①実技の練習（98％）、
②何回も練習(77.7％) の回答が多く、その
理由としては、「行動できる力をつけられる」
「技量の確認が出来る」「納得できるまで確
認できる」が挙げられた。他に、③講義
（75.1％）。④少人数での研修(71.4％)。DVD
視聴(59.1％）であった。 
 
 本調査の結果から、児童生徒の緊急時の対
応について AED操作を含む研修が行われ実践
を重ねていることが捉えられた。 
また、研修による教職員の意識の変化や、

研修により何を身に付けたいかも確認でき
た。 
  
（２） 救急救命処置実技研修 
①中学校における実践 

生徒は、保健体育学習の保健分野の「呼
吸循環器の発達」の単元の学習を終えてい
る。 
 心停止の状態でも AED の効果は期待でき
ると誤認している生徒もおり、本教材を活
用した実践学習は、正しい知識を生徒に習
得させ、理論に打ち出された救急蘇生教育
を身につけさせることができると言える。 
 学習後の調査によると「実際に倒れてい
る人を見かけたとき、あなたは心肺蘇生法
を実施できると思いますか」という問いに 8
割の生徒が「出来る・出来ると思う」と回
答している。中学生であっても、正しい知
識を理解させ、心肺蘇生法を身につけ命を
守る教育を行うことの重要性が明らかにな
った。 
②A大学教育学部生における実践 
 今迄救急救命の学習を受けている者は、
高校の保健体育の学習で受けている者が半
数以上であり、内容はレサシアンを活用し
ての学習内容で、AED を実際に活用して学習
した者は数名であった。 

 学習キットを使っての実習は、1 年生は始
めてであった。4年生は大学で受けた者が 13
名いた。  
学習後の調査結果を表 1 から表 4 までに示
す。 



表１ 学生の間に身に付けておきたい救急
処置能力（上位 3項目）      (%) 

1 年                 （ｎ=35） 

・CPR・AED が正しく使える（80.0） 
・正しく処置ができる知識(68.6) 
・状況に応じた対応を適切・冷静に選択で
きる(60.0) 

4 年                （ｎ=16） 

・状況を判断し、迅速冷静に動ける(87.5) 

・CPR・AED が正しく使える（80.0） 
・救急処置の基本的な知識（31.1） 

 
 
 
表２ CPR・AED 学習キットについて(%) 

1 年  （ｎ=35） 

・クリッカー機能での確認や実際にパット
を張ることで正確に確認できた（40.0） 
・体力が必要で、救急車が来るまで続けな
ければならないことに初めて気づいた
(34.3) 
・実際に行い、本当のやり方を学び、あや
ふやだった知識が頭と体で覚えることがで
きた(28.6) 

4 年  （ｎ=16） 

・クリッカー機能で確認でき自分の不十分
な点に気づいた(50.0)） 
・体力が必要となるので協力者が必要
(18.8) 
・一人 1 台なので効率よく練習できる
（18.8） 

表３ AED について        (%) 

1 年  （ｎ=35） 

・初めて本物で練習でき、貴重な経験が出
来よかった(31.4) 
・音声の指示に従えば誰でも出来、冷静に
対応できることが確認できた（25.8） 
・本番で使えるには何度も練習する必要が
ある（17.1) 

4 年  （ｎ=16） 

・実際の AED で実習することでイメージで
き本番に生かせる(43.8) 
・管理の大切さが分かった(37.5) 
・定期的に手順を復習することで体にしみ
こみ思い出す（19.0) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4 レサシアン／モジュラーシステム／
CPR-D モデルについて      (%) 

1 年（ｎ=35） 

・波形を見るのは初めてで、理解が深まり
学びとなり、貴重な体験が出来た（88.6) 
・実践的な学びで実際に使う時慌てずに使
用できる(8.6) 
・機器のハイテクさに驚いた((8.6) 

4 年  （ｎ=16） 

・波形を見ることで実際面を学ぶことがで
きた(62.5) 
・波形を見ることで AED の仕組みが分かっ
た(31.3) 
・状況は分かりやすいが、心電図の知識が
必要だと思った（25.0) 

 
実習後の調査より、1 年生と 4 年生では習得
した内容に変化が見られた。これは、4 年生
は初めての実習でないことが大きく影響し
ていると思われる。一方、教職員の一員とし
て働くことが身近になり実践の場を推察で
きるようになったこともあると考えられる。     
養護教諭は、将来学校内において救急処置に
おいて中心的な役割を担う。養成教育では、
医学面のカリキュラムと実技を整合させた
系統的な学習課題を明確にしたプログラム
を設定し、確実に実践力を培うことが重要で
あることが示唆された。 
 
③ 現職養護教諭における実践－１ 
 実践後の調査結果より、教材に対する意見
と研修全体に対する意見(表５)を示す。 
イ. 研修に用いた教材について 
 「CPR・AED 学習キット」と「レサシアン／
モジュラーシステム／CPR-D モデル」 
についての意見に大別された。 
 「CPR・AED 学習キット」については、初め
て体験でき、胸骨圧迫の正しい位置や強さを
確認できた。また、子供用のパットの貼り方
を学べた。自校とは違う機器を使えて学びと
なったという意見が出された。 
 また、学習教材として用いることについて
の意見では、必要最低限のものがコンパクト
にまとまっているので個別配布の学習には
適している。また、子どもたちに教えるのに
効果的であるという意見が出された。 
「レサシアン／モジュラーシステム／

CPR-D モデル」については、心電図の波形が
見られて分かりやすく勉強になった。初めて
の経験であった。AED の意味が理解できて良
かった等が挙げられた。 
 
 
 
 
 
 



ロ. 研修全体に対する意見 
 表５           n=34 (%) 

カテゴリー  主な記述内容 

繰り返し演
習すること
の重要性が
再確認され
た(29.4) 
 
 

AED の性能が向上している
ので 1 回の研修で満足せず
定期的に研修に参加し、な
れておきたいと改めて思っ
た。回数をこなすことで体
で覚え身に付き自信を持っ
て行うことが出来る 

実際の実物
で確認しな
がら演習が
出 来 た
(14.7) 

心臓マッサージのリズムの
速さを練習し合い、体で覚
えることが出来た。実物で
練習できたことが大変ため
になった。 

練習でも緊
張して手が
震えたりミ
ス を し た
(11.8) 
 

演習なのに手が震え、実際
に遭遇したらもっと震えて
しまうかもしれないと思っ
た。パットの位置が悪く反
応せず時間がかかりすぎ
た。電源を入れ忘れた。 

 
その他同業者なのでリラックスして行えた。
(11.8％)、DVD 視聴や AED の指示はわかりや
すかった(8.8％)。以下、教材は参考になっ
た。自分自身の再確認・見直しが出来た。救
急処置における養護教諭の校内における役
割を再確認できた等が挙げられた。 
研修内容は、CPR・AED 操作において、実際
に見て触れて理解し、実践を通して体得する
実技演習を目的としたものであった。現在、
救急救命処置講習の受講者が多い消防署に
おいての講習会では、数人のグループでレサ
シアンを活用した CPR の研修や音声による
AED 操作のよる内容が多い。今回の研修で教
材としたレサシアン/モジュラーシステム/ 
CPR-D モデルは、心電図の波形（心室細動・
心静止等）をコントロールし、それに対応し
て AED の操作を行うことや頚動脈も実際に
触れ確認できる機器である。波形が表示され
ることで AED操作の根拠を理解できる本教材
は、参加者にとって AED の仕組みを理解でき
ることが確認できた。このことは、AED の普
及に伴い、その活用についての啓発活動が活
発に行われているが、救急救命の意味やその
根拠についても研修を加えていく必要性が
示唆された。 
 また、実際に実物で演習できたことで自分
自身の技術を振り返り、不十分な点について
も繰り返し演習することの重要性も確認で
きた。同じ内容であっても繰り返し演習する
必要性を再確認できたといえる。 
 
④ 現職養護教諭における実践－２ 
 実践後に調査した結果は、3 項目に大別さ
れ、それぞれ表 6から表 8に示す。 

表６ 教材（CPR・AED 学習キット）につい
て             n=59 (%) 

カテゴリー  記述内容 

出来ないこ
とや不足し
ていたこと
が確認でき
た(33.9) 

胸骨圧迫を実践でき、出来な
いことや強さなど確認でき
た。レサシアンでは胸骨圧迫
が適応しているか不安だっ
たがクリッカー機能があり、
音で強さと深さが分かり、参
加できてよかった 

何時でもど
こでも練習
でき自宅で
も復習でき
る(18.6) 

研修場所に行かなくては受
けられないという常識を変
え、自宅に持ち帰れて復習で
きるのが良い 

一人 1 台の
学習キット
は多人数腕
の演習が可
能で効率が
よくまた、落
ち着いて安
心してでき
た（18.6) 

これまでの講習会では周り
を気にして緊張してしまい
実技が身についてか不安だ
ったが一人ひとり実技が出
来るのは良い 
簡便で場所もとらず、一度に
多人数が実習可能なので活
用しやすい 
 

 
 その他、DVD は分かりやすく繰り返し復習
できる（4.4%）、リアル感がある等が挙げら
れた。一方、予算面で無理がある(10.9%)と
いう意見も挙げられた。 
 
 表７ 演習に対して    n=21 (%)  

カテゴリー  記述内容 

再確認でき
た(52.4) 

技術面で再確認できた 

 

繰り返し復
習する必要
を再確認し
た（38.1) 
 

いざ実践すべき状況になっ
た時できるように定期的な
再検証・講習が必要。1 年ぐ
らい経つと忘れてしまうの
で不安だったが、トレーニン
グキットでの自主トレーニ
ングが出来、役に立った 

 
 その他波形や実際の音声が聞けて勉強に
なった。今迄受けた研修の中で本日の研修が
「できそう」と思った等が挙げられた。 
 
表８ 啓発活動への活用について  

n=12 (%) 

職員の研修に使いたい。 体験ということ
で生徒にもやらせたい。 身近な人や家族
に伝えたい等の周りの人へ伝え学習を広
めたい 

 
 
今回、実態調査より実技中心で行われてい



る救急救命処置研修の現状と効果的な教育
方法と考えられる内容とは一致していた。 

そこで本研究では、研修の効果が得られる
と捉えられている実践を中心とする実技研
修を異なる年代を対象に行った。 

その結果、救急救命処置研修は、基礎基本
となる最新の知識を学び、さらに演習により
自分自身の出来ないことを確認し、実際に見
て触れて理解し、繰り返し学ぶことで体得で
き、実際の場に遭遇した時の自信につながる
ことが確認された。 

また、研修で活用した教材については、一
人 1台使う教材や救急救命処置の医学的根拠
を示す機器の有用性についても確認できた。 
今後、教職員一人ひとりが知識や技量を培

い、様々な場面に対処できる事態を想定した
研修プログラムの構築が求められる。 

 
また、危機的状況に遭遇した時その場にお

いて一人で処置から連絡まで全て対処でき
ない。AED の普及は進んでいるが、使用する
ことのできる市民の育成も致命率の向上に
おいて重要である。 

学校においては、今後一般市民に対して啓
発活動を推進している消防機関との協働を
図りながら研修プログラムを作り上げてい
くことも視野にいれなければならない。 

児童生徒への安全教育はもとより、広く地
域への啓発活動をすすめていくことも地域
連携の拠点となる学校に求められると言え
る。 
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